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講
演
①　

古
代
山
城
の
真
実 

‐
鞠
智
城
は
な
ん
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
く
ら
れ
た
の
か
‐

講
演
者
紹
介

井
上 

和
人
（
い
の
う
え　

か
ず
と
）

東
京
外
国
語
大
学
卒
業
。
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
科
卒
業
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
研
究

員
、
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
副
所
長
を
経
て
、
現
在
、
明
治
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
特
任
教
授
。
東
洋
文
庫
客
員
研
究
員
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
。
文

学
博
士
。
専
門
は
古
代
考
古
学
。



30鞠智城東京シンポジウム 2016

講
演
①
「
古
代
山
城
の
真
実
‐
鞠
智
城
は
な
ん
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
の
か
‐
」

明
治
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
特
任
教
授
　
井
上
和
人

井
上
和
人
と
申
し
ま
す
。
私
は
今
紹
介
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
明
治
大
学
で
教
員
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
く

主
催
者
で
あ
り
ま
す
明
治
大
学
日
本
古
代
学
研
究
所
の
メ
ン
バ
ー
で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
は
大
勢
の
方
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
同
時
に
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
深
く
心
か
ら
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ん
な
に
大
勢
の
方
々
の
前
で
話
す
の
は
非
常
に
光
栄
な

の
で
す
が
、
か
な
り
緊
張
し
て
お
り
ま
す
。

本
日
の
テ
ー
マ
は
「
鞠
智
城
の
終
焉
」
で
す
が
、
私
は
、
あ
え
て
も
う
一
度
問
い
直
し
て

み
た
い
と
思
う
の
で
す
。
な
ぜ
鞠
智
城
は
造
ら
れ
た
の
か
。
何
の
た
め
に
、
何
を
目
的
と
し

て
造
ら
れ
た
の
か
。
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
鞠
智
城
に
限
ら
ず
、
古
代
山
城
に
つ
い
て
の
研
究

に
は
膨
大
な
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
鞠
智
城
の
性
格
・
役
割
に
つ
い
て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
議
論

が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
私
、
実
は
今
ま

で
と
は
違
う
理
解
に
到
達
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
は
困
っ
た
な
と
思
う
の
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
う
ま
く
お
伝
え
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
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一
．
は
じ
め
に

年
表
、
歴
史
（
資
料
編
18
頁
）
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
、
西
住
さ
ん
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
の
で
詳
し
く
は
述
べ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
一
つ
重
要
な
こ
と
は
、
六
六
〇
年
に
唐
と
新
羅
の
連
合
軍
に
よ
っ
て
百
済
が
滅
ぼ
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
、
そ
れ
以
前
か

ら
数
百
年
の
間
、
長
く
百
済
と
同
盟
関
係
を
結
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
高
句
麗
や
新
羅
に
よ
る
脅
威
に
対
す
る
軍
事
同
盟
で

す
が
、
百
済
を
も
う
一
度
復
興
さ
せ
な
け
れ
ば
、
日
本
列
島
が
危
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
援
軍
を
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
時
の
天
皇
、
斉
明
女
帝
自
ら
大
軍
を
率
い
て
九
州
の
朝
倉
宮
に
行
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
斉
明
女
帝
が
崩
御
す
る
の
で
す
。
百
済
支
援
は
い
っ
た
ん
、
頓
挫
し
ま
す
。
後
を
継
ぐ
の
が
、
そ
の
長

男
で
あ
っ
た
中
大
兄
皇
子
で
す
。
彼
は
六
六
一
年
、
斉
明
女
帝
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
七
年
の
間
、
本
来
天
皇
に
即
位
す
べ
き
な

の
を
、
天
皇
に
な
ら
ず
に
日
本
の
最
高
指
揮
を
執
り
ま
す
。
七
年
間
の
天
皇
不
在
と
い
う
、
異
常
事
態
が
続
い
た
時
代
で
も
あ

っ
た
の
で
す
。

山
城
に
つ
い
て
い
え
ば
、『
日
本
書
紀
』
に
最
初
に
出
て
く
る
の
が
六
六
五
年
の
こ
と
で
す
。
筑
紫
国
に
大
野
と
基
肄
の
二

つ
の
城
を
造
る
。
長
門
に
築
城
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
所
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
六
六
七
年
に
は
大
和
国
に
高
安
城
、

讃
岐
に
屋
嶋
城
、
対
馬
に
金
田
城
を
築
く
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
次
は
六
七
〇
年
の
こ
と
、
先
ほ
ど
出
て
き
た
高
安
城
を
修
理
す

る
。
ま
た
、
長
門
と
筑
紫
に
お
城
を
造
る
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
ど
こ
な
の
か
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
山
城
の

築
造
記
事
は
こ
れ
が
す
べ
て
で
す
。
六
六
五
年
の
大
野
城
か
ら
、
こ
の
六
七
〇
年
の
長
門
と
筑
紫
ま
で
の
わ
ず
か
六
年
間
に
限

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
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そ
の
後
、
六
九
八
年
に
鞠
智
城
が
登
場
し
て
き
ま
す
。
藤
原
京
の
時
代
で
す
。
平
城
京
に
都
が
移
る
ま
だ
一
〇
年
ほ
ど
前
で

す
が
、
こ
の
年
に
鞠
智
城
を
修
理
し
た
と
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
鞠
智
城
は
既
に
こ
の
と
き
存
在
し
て
い
た
。
発
掘
調
査
の

成
果
な
ど
も
踏
ま
え
ま
す
と
、
鞠
智
城
も
先
ほ
ど
の
六
六
五
年
か
ら
六
七
〇
年
の
五
年
の
間
に
造
ら
れ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い

な
い
と
判
断
す
べ
き
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

二
．
古
代
山
城
の
分
布
状
況
と
類
型

さ
て
、
古
代
山
城
と
い
わ
れ
る
遺
跡
は
、
西
日
本
各
地
に
現
在
二
二
箇
所
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
若
干
増
え
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
山
の
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、
な
か
な
か
見
つ
か
り
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
戦
国
時
代
の

お
城
な
ど
と
重
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
古
代
の
城
と
い
う
ふ
う
に
理
解
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
が
、
少
な

く
と
も
二
二
の
山
城
が
あ
り
ま
す
。

（
一
）
古
代
山
城
の
三
つ
の
類
型

こ
の
う
ち
の
一
箇
所
を
除
く
二
一
箇
所
は
、
明
確
に
二
つ
の
類
型
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
特
別
な
一
箇
所
が
鞠

智
城
な
の
で
す
。

二
つ
の
類
型
の
う
ち
の
一
つ
は
、「
山
岳
型
山
城
」
と
私
は
呼
ぼ
う
と
思
い
ま
す
。
高
い
山
の
山
頂
付
近
に
城
壁
が
巡
り
ま
す
。

城
壁
の
実
態
は
土
塁
で
あ
り
、
あ
る
い
は
石
を
積
み
上
げ
た
石
塁
で
す
が
、
こ
こ
で
は
城
壁
と
い
う
言
葉
で
統
一
し
ま
す
。
も
う

一
方
の
類
型
は
「
丘
陵
型
山
城
」
で
す
。
低
い
丘
陵
の
上
に
、
や
は
り
城
壁
が
巡
る
の
で
す
が
、
そ
の
城
壁
の
一
部
が
周
辺
の
平
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坦
地
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
レ
ベ
ル
ま
で
下
が
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
仮
に
敵
が
攻
め
て
来
た
場
合
、
防
衛
の
機

能
と
い
う
点
で
は
脆
弱
な
の
で
す
。
二
一
箇
所
の
山
城
は
、
こ
の
山
岳
型
と
丘
陵
型
の
二
つ
に
明
確
に
分
か
れ
ま
す
（
図
18
）。

こ
れ
は
山
岳
型
山
城
の
一
つ
で
、
香
川
県
の
丸
亀
市
と
坂
出
市
の
市
境
に
あ
る
讃
岐
城
山
城
で
す
。
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
近
い

山
の
山
頂
付
近
に
累
々
と
城
壁
が
巡
っ
て
い
ま
す
（
図
19
）。
山
頂
に
近
い
尾
根
あ
り
谷
あ
り
の
複
雑
な
地
形
に
城
壁
が
巡
っ

て
い
る
の
で
す
（
図
20
）。
こ
う
い
う
高
い
山
の
上
に
あ
る
の
が
山
岳
型
の
山
城
。
一
方
こ
れ
は
、
標
高
七
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
低
い
丘
陵
の
周
り
に
城
壁
が
巡
っ
て
い
る
丘
陵
型
山
城
の
一
例
で
す（
図
21
）。
豊
前
平
野
の
唐
原
城
と
い
う
山
城
で
す
が
、

図18　古代の山城における2つの類型

図19　讃岐城山城

図20　讃岐城山城山頂付近
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こ
の
よ
う
に
明
瞭
に
異
な
っ
て
い
る
二
つ
の
類
型
に
分
か
れ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
機
能
、
役
割
が
全
く
違
う
と
い

う
こ
と
を
示
す
と
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
図
は
二
二
箇
所
の
山
城
を
真
上
か
ら
見
た
と
こ
ろ
と
、
横
か
ら
見
た
と
こ
ろ
で
す
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
（
図
22
）。
こ
の
中
で
、
点
線
で
囲
ん
だ
も
の
が
丘
陵
型
山
城
で
す
。
総
じ
て
小
規
模
な
も
の
が
多
い
。
こ
の
城

壁
の
周
縁
の
長
さ
が
一
番
短
い
山
城
は
唐
原
城
で
、
一
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
山
岳
型
山
城
に
は
大

規
模
な
も
の
が
多
く
、
最
大

の
山
城
は
高
安
城
で
、
八
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
鞠
智
城
は
こ

れ
で
す
。
鞠
智
城
の
周
囲

は
三
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ

り
、
比
較
的
大
型
の
部
類
に

な
り
ま
す
。

も
う
少
し
事
例
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
香
川
県

高
松
市
の
屋
嶋
城
で
す
（
図

図21　唐原城

図22　古代山城形態図
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23
）。
屋
嶋
と
い
い
ま
す
と
、
源
平
の
合
戦
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
半
島
で
す
が
、
か
つ
て
は
文
字
通
り
島
で
し
た
。

こ
の
屋
嶋
の
山
頂
を
巡
っ
て
、
延
々
と
石
塁
が
巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
23
右
下
）。
発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
門
の
跡
で
す（
図
23
右
上
）。今
日
か
な
り
整
備
さ
れ
て
も
っ
と
見
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、島
の
周
囲
は
絶
壁
に
近
い
。

そ
の
島
の
山
頂
に
山
城
が
営
ま
れ
て
い
た
の
で
す
。
瀬
戸
内
海
に
突
出
す
る
よ
う
な
、
立
地
条
件
で
す
。

そ
れ
か
ら
も
う
一
例
。
こ
れ
は
対
馬
の
金
田
城
（
図
24
左
）。
そ
れ
か
ら
、
こ
れ
は
福
岡
県
、
豊
前
平
野
の
行
橋
市
の
御
所

ヶ
谷
城
（
図
24
右
）
で
す
。

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
金
田

城
、
御
所
ヶ
谷
城
い
ず
れ
も

城
壁
の
状
況
が
酷
似
し
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
こ
れ
は
同

じ
技
術
の
系
統
の
下
に
造
ら

れ
た
も
の
で
、
し
か
も
、
時

期
的
に
も
非
常
に
近
接
し
て

い
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
丘
陵
型
山
城
の
事

図23　屋嶋城

図24　金田城・御所ヶ谷城
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例
で
す
が
、こ
れ
は
福
岡
県
の
み
や
ま
市
の
女
山
（
図
25
左
上
）
で
す
。「
お
ん
な
や
ま
」
と
書
い
て
「
ぞ
や
ま
」
と
読
み
ま
す
。

か
つ
て
は
こ
の
女
山
、
卑
弥
呼
女
王
に
か
か
わ
る
砦
の
跡
で
は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
り
ま
し
た
。

城
壁
の
一
部
が
周
辺
の
平
地
近
く
ま
で
降
り
て
来
る
、
お
つ
ぼ
山
（
図
25
右
上
）、
帯
隈
山
（
お
ぶ
く
ま
や
ま
）（
図
25
下
）

で
す
。
こ
の
丘
陵
型
山
城
は
、
特
に
筑
後
平
野
の
周
縁
部
に
お
つ
ぼ
山
、
帯
隈
山
、
女
山
、
把
木
城
と
、
集
中
し
て
い
ま
す
。

山
岳
型
山
城
と
丘
陵
型
山
城
に
は
共
通
し
た
地
形
的
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
唐
原
城
で
す
が
、
地
形
図
で
見
て
分
か

り
ま
す
よ
う
に
、
内
部
に
平
坦

地
が
な
い
の
で
す
（
図
26
）。

尾
根
が
あ
り
、
谷
が
あ
り
、
た

だ
そ
れ
だ
け
な
の
で
す
。
山
岳

型
山
城
も
そ
う
で
す
。
険
し
い

斜
面
、
谷
が
入
り
組
ん
で
い
ま

し
て
、
平
坦
地
が
な
い
。
そ
れ

ら
に
対
し
て
、
肥
後
の
鞠
智
城

だ
け
は
、
内
部
に
広
い
平
坦
地

が
あ
り
ま
す
（
図
27
）。
西
住

さ
ん
に
事
前
に
お
聞
き
し
ま
し

図25　女山城・おつぼ山城・帯隈山城

図26　唐原城
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た
ら
、
こ
れ
は
も
と
も
と
の
地
形
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
な
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
利
用
し
て
、
つ
ま
り
平
坦
地
が
あ
る
よ
う

な
場
所
を
選
ん
で
鞠
智
城
が
造
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
だ
け
な
の
で
す
。
他
の
二
一
箇
所
の
、丘
陵
型
に
し
ろ
、山
岳
型
に
し
ろ
、

城
壁
の
内
部
は
、
ほ
と
ん
ど
が
険
し
い
地
形
だ
け
な
の
で
す
。
私
は
、
内
部
に
広
い
平
坦
地
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
に

こ
そ
、
鞠
智
城
の
非
常
に
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
二
）
古
代
山
城
の
分
布

鞠
智
城
を
入
れ
て
二
二
箇
所
の
山
城
の
う
ち
、
一
四
箇
所
は
山
岳

型
、
そ
れ
か
ら
、
七
箇
所
が
丘
陵
型
で
す
。
分
布
状
況
を
見
ま
す
と
、

北
部
九
州
に
集
中
し
て
い
ま
す
（
資
料
編
20
頁
）。
そ
れ
か
ら
瀬
戸
内

海
の
南
北
沿
岸
、
一
番
東
に
あ
る
の
が
高
安
城
で
す
。
北
部
九
州
を
も

う
少
し
細
か
く
見
ま
す
と
、
福
岡
平
野
の
近
く
と
大
宰
府
の
周
辺
、
筑

後
平
野
の
周
辺
、
そ
れ
に
福
岡
県
の
東
北
域
に
集
中
分
布
域
が
あ
る
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
山
陰
に
も
、
四
国
の
南
部
に
も
、
南
九
州
に

も
、
近
畿
地
方
以
東
に
も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
西
日
本
の
限
ら
れ

た
所
に
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
際
立
っ
た
特
徴
と
い
う
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

図27　鞠智城
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三
．
古
代
山
城
の
築
造
年
代

六
六
三
年
の
白
村
江
の
敗
戦
の
直
後
、
六
六
四
年
に
水
城
が
造
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
防
人
の
制
度
が
作
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
六
六
五
年
に
大
野
城
、
基
肄
城
が
造
ら
れ
ま
す
。
そ
の
時
期
の
日
本
の
政
治
の
中
心
、
大
和
政
権
の
中
心
地
は
飛
鳥
で

す
。
こ
れ
も
非
常
に
重
要
な
視
点
で
す
。

山
城
が
造
ら
れ
は
じ
め
て
二
年
後
に
、
都
は
飛
鳥
か
ら
近
江
の
大
津
、
琵
琶
湖
の
西
岸
に
遷
さ
れ
ま
す
。
翌
六
六
八
年
の
正

月
に
、
大
津
宮
で
中
大
兄
皇
子
は
よ
う
や
く
晴
れ
て
天
皇
に
即
位
し
ま
す
。
後
に
天
智
と
呼
ば
れ
る
天
皇
で
す
。
そ
の
後
の
歴

史
を
見
ま
す
と
、そ
れ
か
ら
三
年
後
、六
七
一
年
に
天
智
天
皇
は
大
津
宮
で
崩
御
し
ま
す
。
そ
の
翌
年
に
壬
申
の
乱
が
起
き
て
、

大
海
人
皇
子
方
が
勝
ち
、
都
を
再
び
飛
鳥
に
戻
し
、
天
武
政
権
を
樹
立
す
る
と
い
う
歴
史
が
続
き
ま
す
。
こ
れ
も
、
こ
れ
か
ら

の
話
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
き
ま
す
。

（
一
）
斉
明
朝
築
造
説
の
非

初
め
に
、
私
は
新
た
な
理
解
に
到
達
し
た
と
言
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
従
来
の
固
定
観
念
、
あ
る
い
は
誤
っ
た
常

識
と
い
う
の
が
確
実
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。
私
は
そ
れ
に
気
が
付
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ま
ず
、
第
一
の
誤
解
と
し
て
、

山
城
の
築
造
が
白
村
江
の
戦
い
の
後
で
は
な
く
、
前
だ
と
い
う
説
が
根
強
く
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

斉
明
女
帝
が
百
済
救
援
の
た
め
に
軍
隊
を
率
い
て
九
州
に
や
っ
て
来
ま
す
。
彼
女
が
大
本
営
と
し
た
の
が
朝
倉
宮
で
す
（
図

28
）、
筑
後
平
野
の
東
北
縁
の
朝
倉
宮
に
、
斉
明
女
帝
は
六
六
一
年
の
五
月
九
日
に
入
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
カ
月
後
に
彼
女

は
こ
こ
で
崩
御
す
る
の
で
す
。
唐
突
の
死
で
す
。『
日
本
書
紀
』
に
は
詳
し
い
理
由
が
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
あ
ま
り
こ
の
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こ
と
に
つ
い
て
深
入
り
す
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
す
が
、
私
は
、
斉
明
女
帝
は
暗
殺
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
説
は
従
来
か
ら
あ
り
ま
す
が
、
私
も
そ
れ
に
賛
同
し
ま
す
。

研
究
者
の
中
に
は
、
こ
の
朝
倉
宮
を
巡
る
よ
う
に
、
丘
陵
型
山
城
や
山
岳
型
山
城
が
、
あ
た
か
も
朝
倉
宮
を
守
る
よ
う
に
し

て
造
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
一
帯
の
古
代
山
城
は
、
斉
明
女
帝
の
と
き
に
造
ら
れ
た
の
だ
と
い
う
ふ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
わ
ず
か
二
カ
月
で
、
こ
こ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
以
後
、
朝
倉
宮
が
歴
史
の
舞
台
に
登
場
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
朝
倉
宮
防
衛
の
た
め
の
山
城
築
造
説

は
現
実
性
に
乏
し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
朝
倉
宮
の
推
定
地
の
一
つ
で

す
（
図
29
）。
筑
後
川
が
近
く
を
流
れ
て
い
ま
す
。
筑
後
平
野
の
東
北
辺

に
当
た
り
ま
す
。地
形
的
に
見
ま
す
と
、周
り
を
丘
陵
で
囲
ま
れ
て
お
り
、

前
面
を
川
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
地
形
的
に
王
宮
を
守
る
の
に
適

し
た
場
所
と
言
え
ま
す
。

私
は
数
年
前
に
初
め
て
こ
の
朝
倉
市
の
志
波
地
区
に
行
き
ま
し
て
、
こ

れ
は
大
和
の
飛
鳥
だ
と
思
い
ま
し
た
。
奈
良
の
飛
鳥
も
狭
隘
な
場
所
に
あ

る
の
で
す
。
飛
鳥
の
王
宮
、
飛
鳥
の
都
は
、
唐
の
軍
事
的
な
脅
威
に
備
え

て
、
盆
地
の
奥
に
避
難
さ
せ
た
と
い
う
の
が
、
飛
鳥
の
真
実
だ
と
私
は
判

断
し
て
い
ま
す
。

図28　斉明朝築造説
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斉
明
朝
築
造
説
を
め
ぐ
る
議
論
が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。『
日
本
書
紀
』

に
六
五
八
年
の
条
に
出
て
く
る
記
事
に
つ
い
て
で
す
が
、
六
五
八
年
と
い

い
ま
す
と
、
ま
だ
白
村
江
の
戦
い
の
前
で
す
。

一
九
八
八
年
に
福
岡
の
渡
辺
正
気
先
生
が
、『
日
本
書
紀
』
の
こ
の
記

事
の
中
に
、
朝
鮮
半
島
で
の
こ
と
と
従
来
理
解
さ
れ
て
い
た
あ
る
文
言
に

つ
い
て
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
日
本
列
島
の
こ
と
で
あ
る
と
反
論
な

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
山
口
大
学
の
八
木
充
先
生
が
そ
う
で
は
な

く
、
古
代
山
城
は
や
は
り
白
村
江
の
敗
戦
後
の
築
城
で
あ
る
と
論
証
さ
れ

ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
、
長
崎
の
堀
江
潔
さ
ん
が
、
渡
辺
説
を
再
評
価
す
る
説

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
史
料
を
め
ぐ
っ
て
斉
明
朝
山
城
造
営
説
が
二
転
三

転
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
私
は
八
木
先
生
の
説
が
正
し
い
と
思
い
ま
す
。
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
お
話
し
で
き
ま
せ
ん
が
、

『
日
本
書
紀
』
の
そ
の
記
事
は
、
決
し
て
斉
明
朝
に
古
代
山
城
が
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
と
、
私
は

理
解
し
て
い
ま
す
。

（
二
）
天
武
朝
以
降
ま
で
の
築
造
継
続
説

も
う
一
つ
、大
き
な
見
解
の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
天
智
天
皇
が
六
六
八
年
に
即
位
し
た
と
言
い
ま
し
た
。
六
七
一
年
、

図29　朝倉宮推定地
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天
智
天
皇
は
、
大
津
宮
で
突
然
の
病
の
た
め
に
崩
御
し
ま
す
。
翌
六
七
二
年
に
壬
申
の
乱
が
起
き
ま
す
。
壬
申
の
乱
に
勝
利
を

得
た
大
海
人
皇
子
の
勢
力
が
飛
鳥
に
戻
っ
て
天
武
政
権
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
こ
の
天
武
朝
以
後
に
も
古
代
山
城
の
築
造
行
為

は
続
く
と
主
張
す
る
多
く
の
研
究
者
が
い
ま
す
。
天
武
朝
、
持
統
朝
、
文
武
朝
、
先
ほ
ど
鞠
智
城
が
最
初
に
『
続
日
本
紀
』
に

出
て
き
ま
す
六
九
八
年
の
前
後
、文
武
天
皇
の
時
代
な
の
で
す
が
、そ
の
こ
ろ
ま
で
古
代
山
城
の
築
造
が
続
い
て
い
る
と
い
う
、

そ
う
い
う
有
力
な
説
が
あ
る
の
で
す
。

天
武
朝
と
い
い
ま
す
と
、
唐
の
軍
事
的
な
脅
威
が
日
本
列
島
に
か
な

り
弱
く
な
っ
た
時
期
に
な
り
ま
す
。
唐
の
脅
威
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
山

城
を
造
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
研
究
者
の
方
々
は
、
こ
れ

ま
で
の
中
大
兄
皇
子
政
権
、
天
智
朝
の
と
き
の
山
城
は
、
国
家
防
衛
、

軍
事
的
な
防
衛
の
た
め
に
造
っ
た
の
だ
と
し
、
い
っ
ぽ
う
天
武
朝
以
降

の
時
代
の
も
の
は
そ
う
で
は
な
く
、
日
本
列
島
の
地
域
支
配
の
た
め
の

拠
点
な
の
で
あ
り
、
山
城
築
造
の
意
義
が
全
く
変
わ
る
の
だ
と
主
張
す

る
の
で
す
。
私
は
、
そ
う
し
た
理
解
は
正
し
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
は
岡
山
県
の
総
社
市
の
鬼
ノ
城
と
い
う
山
城
で
す
（
図
30
）。

こ
の
鬼
ノ
城
の
内
部
で
の
発
掘
調
査
で
、
文
武
朝
前
後
の
、
つ
ま
り

六
〇
〇
年
代
の
終
わ
り
ご
ろ
の
土
器
の
か
け
ら
が
か
な
り
多
く
出
て
い

図30　鬼ノ城
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る
。
だ
か
ら
、
こ
の
鬼
ノ
城
の
造
営
が
そ
の
こ
ろ
に
行
わ
れ
た
の
だ
と
い
う
、
そ
う
い
う
説
で
す
。

も
う
一
つ
は
こ
の
門
に
関
す
る
説
で
す
。
こ
の
写
真
は
復
元
さ
れ
た
西
門
（
図
30
左
上
）
で
す
が
、
発
掘
調
査
で
四
つ
の
門

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
門
の
構
造
を
考
古
学
的
に
分
析
し
ま
す
と
、か
な
り
長
期
間
に
わ
た
る
造
営
時
期
が
考
え
ら
れ
、

従
っ
て
天
武
朝
か
ら
ず
っ
と
造
営
は
続
く
の
だ
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
岡
山
大
学
名
誉
教
授
の

稲
田
孝
司
さ
ん
の
説
で
す
。
有
力
な
説
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
私
は
土
器
の
話
に
し
ろ
、
門
の
話

に
し
ろ
、
全
く
間
違
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
考
古
学
的
に
成
り
立
ち
え
な
い
議
論
で
す
。
こ
の
こ
と
も
本
当
は
時
間
を
か
け

て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
割
愛
し
ま
す
。

従
っ
て
、
天
智
朝
で
は
な
く
、
天
武
朝
あ
る
い
は
そ
れ
以
後
ま
で
古
代
山
城
の
築
城
が
続
く
と
い
う
考
え
方
は
排
除
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
古
代
山
城
は
、
最
初
に
言
い
ま
し
た
六
六
五
年
か
ら
六
七
〇
年
、
あ
と
六
七
一
年

ぐ
ら
い
ま
で
続
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
わ
ず
か
五
、六
年
の
間
に
集
中
し
て
造
営
さ
れ
る
と
い
う
ふ
う
に
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

（
三
）
大
宰
府
防
衛
説
の
非

古
代
山
城
の
機
能
に
つ
い
て
、明
治
大
学
の
五
十
嵐
基
善
さ
ん
の
論
文
に
的
確
に
要
約
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、紹
介
し
ま
す
。

一
つ
に
は
、
こ
れ
は
五
十
嵐
さ
ん
が
全
面
的
に
是
認
す
る
見
解
で
は
な
い
の
で
す
が
、
逃
げ
込
み
用
の
お
城
で
あ
る
と
み
る
説

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
水
城
と
共
に
大
野
城
、
基
肄
城
に
つ
い
て
は
大
宰
府
の
防
衛
が
役
割
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
。
大

野
城
は
大
宰
府
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
ま
す
、
水
城
も
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
の
軍
事
施
設
が
大
宰
府
を
守
る
た
め
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の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
当
然
な
こ
と
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
全
く
こ
れ
は
信
用
な
ら
な
い
説
だ
と
思
っ
て
い
る

の
で
す
。

五
十
嵐
さ
ん
の
説
明
で
は
、
鞠
智
城
の
機
能
に
つ
い
て
は
有
明
海
の
防
衛
、
大
宰
府
の
支
援
、
隼
人
支
配
の
拠
点
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
本
来
の
鞠
智
城
が
造
ら
れ
た
目
的
で
は
全
く
な
い
と
い
う
ふ
う
に
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
代
山
城
に
は
軍
事
的
な
実
用
性
は
な
く
、
交
通
の
拠
点
に

設
置
さ
れ
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
施
設
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
少
し
目

立
つ
政
治
的
な
記
念
物
と
し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な

理
解
も
、
ご
く
ご
く
最
近
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
主
張
し
て
い
る
と
こ

ろ
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、
古
代
山
城
は
本
来
軍
事
的
な
、
防
衛
的
な
施

設
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
ん

だ
と
い
う
の
が
最
近
の
風
潮
な
の
で
す
。
風
潮
と
い
う
と
失
礼
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
流
れ
な
の
で
す
。
私
は
、
い
ず
れ
も
疑
わ
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
大
野
城
で
す
。
北
方
に
は
玄
界
灘
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
大

宰
府
都
城
域
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

は
こ
の
辺
り
だ
と
い
う
こ
と
で
す
（
図
31
）。
大
野
城
が
す
ぐ
そ
ば
に

図31　大宰府都城
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あ
る
。
そ
れ
か
ら
、壮
大
な
防
塁
で
あ
る
水
城
が
あ
る
。
こ
れ
が
あ
た
か
も
大
宰
府
を
守
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、

古
代
山
城
は
、
ま
ず
大
野
城
、
基
肄
城
と
、
も
う
一
つ
、
阿
志
岐
城
が
こ
の
す
ぐ
南
に
あ
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
が
大
宰
府
を

巡
っ
て
守
る
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
理
解
に
な
る
わ
け
で
す
。

六
六
三
年
に
白
村
江
の
戦
い
に
負
け
ま
す
。『
日
本
書
紀
』
に
よ
り
ま
す
と
、
翌
六
六
四
年
、
水
城
を
造
る
と
あ
り
ま
す
。

同
時
に
防
人
の
制
度
と
烽
火
（
の
ろ
し
）
の
制
度
を
作
る
。
六
六
五
年
に
大
野
城
、
基
肄
城
を
造
る
。
従
っ
て
、
大
野
城
、
基

肄
城
は
大
宰
府
を
守
る
た
め
に
造
ら
れ
た
と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
大
宰
府
が
造
ら
れ
た
と
は
全
く
記
載

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。

大
宰
府
に
関
し
て
は
こ
の
半
世
紀
の
間
、
精
力
的
に
発
掘
調
査
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
最
初
の
大
宰

府
政
庁
Ⅰ
�1
期
、
こ
れ
が
七
世
紀
の
後
半
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
突
き
止
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
果
た

し
て
六
六
五
年
の
大
野
城
が
造
ら
れ
た
段
階
で
大
宰
府
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
全
く
確
証
が
な
い
の
で
す
。
に
も
関
わ
ら
ず
大

宰
府
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
杉
原
敏
之
さ
ん
と
い
う
九
州
歴
史
資
料
館
の
明
治
大
学
出
身
の
若
き
研
究
者
で
す
が
、
彼

の
論
文
に
よ
り
ま
す
と
、
時
間
的
位
置
づ
け
は
確
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
野
城
、
水
城
が
あ
る
か
ら
大
宰
府
も
同
じ
時
期
に
造
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
論
証
の
順
番
が
逆
転
し
て
い
る
の
で
す
。
私
は

大
宰
府
の
本
格
的
な
造
営
は
、
も
う
少
し
時
代
が
下
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
水
城
、
大
野
城
が
造
ら
れ
た
時
期
に
は

大
宰
府
は
存
在
し
て
い
な
い
の
で
す
。
大
宰
府
が
な
い
の
に
、
な
ぜ
大
野
城
が
造
ら
れ
る
の
か
、
水
城
が
造
ら
れ
る
の
か
と
い

う
話
に
な
る
わ
け
で
す
。（
図
32
）
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四
．
古
代
山
城
を
正
し
く
理
解
す
る

わ
が
国
は
六
六
三
年
の
白
村
江
の
戦
い
に
負
け
ま
す
。
こ
の
白
村
江

の
敗
戦
と
い
う
の
は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
い
ま
す

と
、
そ
れ
ま
で
隋
や
唐
は
、
朝
鮮
半
島
、
と
く
に
高
句
麗
を
く
り
返
し

侵
略
し
て
き
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
陸
路
で
侵
攻
し
て
い
た

の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
六
六
〇
年
に
百
済
を
侵
略
し
た
と
き
に
は
、
山
東
半
島

か
ら
大
艦
隊
を
編
成
し
て
海
路
で
百
済
に
侵
攻
し
て
き
ま
し
た
。
初
め

て
の
こ
と
で
す
。
唐
一
三
万
の
軍
隊
が
船
で
黄
海
を
渡
る
の
で
す
。
そ

の
勢
い
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
対
馬
海
峡
を
唐
の
大
軍
が
渡
海
す
る
な
ど

は
容
易
な
こ
と
で
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
、
こ
ろ
う
君
の
お
話
の
中
に
、
唐

と
新
羅
の
連
合
軍
が
日
本
列
島
を
攻
め
る
か
も
し
れ
な
い
と
あ
り
ま
し

た
が
、
新
羅
が
日
本
列
島
を
攻
撃
す
る
い
わ
れ
は
、
実
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
る
と
す
れ
ば
、
唐
で
す
。
唐
が
日
本
列
島
を
侵
略

す
る
の
で
す
。
そ
れ
に
備
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
日
本
列
島
側
と
し
て
は
講
じ
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
う
い
う
時
期
だ
っ
た
の

で
す
。

図32　大宰府周辺の古代山城
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（
一
）
古
代
山
城
防
衛
網
の
構
築

唐
が
攻
め
て
く
る
と
す
る
と
、
ど
う
や
っ
て
攻
め
て
く
る
か
と
い
う
と
、
対
馬
海
峡
を
渡
っ
て
、
そ
の
あ
と
い
っ
た
ん
九
州

北
部
辺
り
に
上
陸
す
る
か
し
な
い
か
、
そ
れ
は
唐
側
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。
さ
ら
に
瀬
戸
内
海
を
東
に
進
ん
で
、
唐
の
侵
略
軍

の
目
的
は
大
和
、
飛
鳥
な
の
で
す
。
唐
の
侵
略
軍
の
目
標
は
天
皇
で
す
。
飛
鳥
に
い
る
天
皇
を
拉
致
す
る
か
、
殺
害
す
る
か
。

そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
列
島
を
唐
に
服
属
さ
せ
る
、
そ
れ
が
目
的
な
の
で

す
。
で
す
か
ら
、
九
州
に
上
陸
し
て
九
州
を
占
領
す
る
こ
と
は
、
唐
の

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
唐
の
大
軍
は
、
唐
の
本
来
の
侵
入
路
は
こ
の
図
の
よ
う
な

ル
ー
ト
な
の
で
す
（
こ
の
図
で
は
、
侵
入
ル
ー
ト
と
し
て
、
対
馬
の
中

央
を
横
断
す
る
よ
う
に
表
現
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
南
北
に
分
離
し
て

い
る
対
馬
本
島
は
、
古
代
に
あ
っ
て
は
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
講
演
会
当
日
に
参
加
者

の
お
一
人
か
ら
御
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
図
33
）。
こ
れ
を
仮
に
百
済
を
攻
め
た
の
と
同
じ
一
三
万
の
軍
隊

で
攻
め
込
む
と
し
ま
す
。
日
本
側
が
手
を
こ
ま
ね
い
て
見
過
ご
し
て
い

ま
す
と
、
唐
の
大
軍
は
瀬
戸
内
海
を
す
み
や
か
に
東
行
し
、
大
阪
湾
に

図33　山城群の軍略
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上
陸
し
て
、
一
気
に
大
和
を
攻
め
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
日
本
側
と
し
て
は
最
悪
の
状
況
で
す
。
そ
れ
を
何
と
か
食
い
止
め
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
当
然
、
当
時
の
人
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
軍
略
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
た
で
し
ょ
う
。「
孫
子
の
兵
法
」、「
六

韜
（
り
く
と
う
）」
な
ど
の
軍
事
書
が
あ
り
ま
す
が
、当
時
の
政
治
家
・
軍
人
に
と
っ
て
は
常
識
以
前
の
素
養
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

日
本
列
島
の
防
衛
の
要
は
、
天
皇
の
命
を
守
る
こ
と
で
し
た
。
天
皇
を
失
え
ば
、
日
本
そ
の
も
の
が
滅
亡
す
る
。
服
属
つ
ま
り

他
国
に
隷
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
奪
わ
れ
、
半
永
久
的
に
奴
隷
と
し
て
の
運
命
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
切
実
な
危
機
感
が
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。

そ
う
し
た
事
態
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
容
易
に
瀬
戸
内
海
に
侵
入
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
ど
う
す
る

か
と
い
う
と
、
ま
ず
九
州
で
唐
の
軍
隊
を
と
ど
め
置
い
て
、
こ
こ
で
壊
滅
す
る
、
少
な
く
と
も
唐
の
軍
隊
の
勢
力
を
か
な
り
削

ぐ
と
い
う
軍
略
を
講
じ
る
わ
け
で
す
。
そ
の
た
め
に
二
二
の
山
城
を
効
率
的
に
配
置
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
持
た
せ
て
対

応
し
よ
う
と
し
た
の
だ
思
い
ま
す
。

（
二
）
唐
の
軍
事
的
侵
略
と
い
う
危
機

そ
の
前
に
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
唐
は
な
ぜ
日
本
列
島
を
侵
略
し
よ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本

側
に
は
、
唐
に
征
服
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
落
ち
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。
百
済
が
な
ぜ
唐
に
よ
っ
て
攻
め
滅
ぼ
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
百
済
も
ま
た
別
に
唐
に
対
し
て
特
段
の
反
逆
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方

的
に
唐
は
大
軍
を
派
遣
し
て
百
済
を
攻
め
て
、
国
王
以
下
一
万
二
、〇
〇
〇
人
を
、
唐
の
都
、
洛
陽
に
強
制
連
行
し
ま
し
た
。

国
王
は
、
翌
年
、
洛
陽
で
死
去
し
ま
す
。
唐
は
、
い
っ
た
い
何
の
た
め
に
朝
鮮
半
島
、
あ
る
い
は
日
本
を
軍
事
侵
略
し
よ
う
と
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し
た
の
か
。
東
ア
ジ
ア
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
ト
ナ
ム
も
、
チ
ベ
ッ
ト
も
、
西
域
や
北
方
の
国
々
を
も
、
唐
は
服
従
さ
せ

よ
う
と
、
軍
事
的
に
侵
略
す
る
の
で
す
。
隋
も
同
じ
で
す
。

こ
れ
は
何
ゆ
え
か
と
い
い
ま
す
と
、「
華
夷
秩
序
」
が
根
本
に
あ
り
ま
す
。
華
夷
秩
序
と
い
う
の
は
、
中
華
思
想
に
基
づ
く

国
際
秩
序
の
こ
と
で
す
。
中
華
皇
帝
の
義
務
と
い
う
の
は
何
か
と
い
い
ま
す
と
、
周
辺
の
野
蛮
な
国
々
に
文
明
の
恩
恵
を
与
え

る
。
文
明
の
恩
恵
を
受
け
た
野
蛮
な
国
々
は
、
感
謝
の
気
持
を
表
す
た
め
に
、
貢
ぎ
物
を
中
国
の
皇
帝
に
差
し
出
す
。
こ
の
相

互
関
係
の
中
で
中
華
皇
帝
は
、
対
外
的
で
は
な
く
て
国
内
の
、
中
国
大
陸
内
の
統
治
の
権
威
を
確
立
し
、
維
持
し
、
拡
大
す
る

の
で
す
。
逆
に
そ
の
周
辺
の
国
々
が
少
し
で
も
背
く
と
、
中
国
の
皇
帝
の
権
威
が
揺
ら
ぐ
わ
け
で
す
。
中
華
皇
帝
の
権
威
が
揺

ら
ぎ
ま
す
と
国
内
が
不
安
定
に
な
っ
て
、
ま
た
、
分
裂
抗
争
の
時
代
に
な
る
。

中
国
大
陸
で
は
、
二
二
〇
年
に
後
漢
が
滅
び
て
以
来
、
三
国
時
代
、
五
胡
十
六
国
時
代
、
魏
晋
南
北
朝
時
代
と
、
内
乱
の
時

代
が
四
〇
〇
年
近
く
続
き
ま
し
た
。
と
て
も
悲
惨
な
時
代
が
続
い
た
の
で
す
。
こ
れ
を
何
と
か
統
一
し
て
平
和
な
安
定
し
た
国

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
、五
八
九
年
に
南
北
朝
を
統
一
し
た
隋
の
意
図
で
あ
り
、そ
の
後
を
襲
っ
た
唐
の
皇
帝
、

唐
の
朝
廷
の
本
当
の
目
的
だ
っ
た
と
私
は
思
う
の
で
す
。
ち
ょ
う
ど
織
田
信
長
が
天
下
布
武
を
掲
げ
て
、
乱
れ
た
戦
国
時
代
を

終
わ
ら
せ
て
、
全
国
を
統
一
し
よ
う
と
し
た
の
と
同
じ
発
想
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
当
時
、
こ
の
華
夷
秩
序
と
い
う
の
は
東

ア
ジ
ア
世
界
と
い
い
ま
す
か
、
ア
ジ
ア
世
界
唯
一
の
国
際
政
治
秩
序
だ
っ
た
の
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
中
華
思
想
と
い
う
の
は

特
定
民
族
優
先
思
想
で
、
周
辺
の
国
々
を
蛮
国
で
あ
る
と
一
方
的
に
位
置
づ
け
る
。
そ
の
国
々
に
と
っ
て
は
全
く
身
勝
手
で
厄

介
な
も
の
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
当
時
の
歴
史
の
真
実
な
の
で
す
。
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（
三
）
高
安
城
の
軍
略

山
城
の
機
能
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
高
安
城
を
取
り
上
げ
ま
す
。
高
安
城
は
大
阪
府
と
奈
良
県
境
の
生
駒
山
中
に
あ
り
ま
す

（
図
34
）。
大
阪
湾
に
唐
の
軍
隊
が
上
陸
し
て
飛
鳥
を
攻
め
る
に
は
、
大
和
川
の
峡
谷
を
通
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
峡
谷

を
通
る
唐
の
軍
隊
を
攻
撃
し
、
壊
滅
す
る
た
め
の
軍
事
基
地
な
の
で
す
。
高
安
城
は
数
あ
る
山
城
の
中
で
、
と
り
わ
け
大
き
く

造
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
大
和
川
峡
谷
を
通
過
さ
れ
ま
す
と
、唐
の
大
軍
は
あ
っ
と
い
う
間
に
飛
鳥
に
た
ど
り
着
い
て
し
ま
う
。

で
す
か
ら
、最
大
規
模
の
山
城
を
こ
こ
に
設
定
し
た
と
考
え
て
い
い
で
し
ょ
う
。

（
四
）
筑
紫
野
谷
の
軍
略

そ
れ
と
同
じ
役
割
を
担
っ
た
の
が
、
大
宰
府
を
守
る
た
め
の
山
城
と
さ
れ
て

き
た
大
野
城
、
阿
志
岐
城
、
基
肄
城
だ
と
思
う
の
で
す
。

大
宰
府
が
な
い
と
考
え
れ
ば
ど
う
な
る
か
と
い
い
ま
す
と
、
大
野
城
市
か
ら

筑
紫
野
市
に
か
け
て
の
一
帯
は
、
幅
の
狭
い
谷
地
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図

35
）。
こ
れ
を
仮
に
筑
紫
野
谷
と
呼
び
ま
し
ょ
う
。
こ
の
谷
に
唐
の
大
軍
を
お

び
き
寄
せ
る
の
で
す
。
お
び
き
寄
せ
て
、
大
野
城
、
阿
志
岐
城
、
基
肄
城
か
ら

の
軍
隊
が
唐
の
軍
隊
を
攻
め
る
と
い
う
軍
略
で
す
。
そ
の
前
面
に
水
城
を
造
る

こ
と
で
、
筑
紫
野
谷
に
大
軍
が
い
る
こ
と
を
、
唐
の
軍
隊
に
知
ら
し
め
る
わ
け

で
す
、唐
は
九
州
の
軍
隊
を
無
視
し
て
、瀬
戸
内
海
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

図34　高安城の位置
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た
だ
、
そ
の
場
合
、
瀬
戸
内
海
に
行
っ
た
唐
の
大
軍
を
こ
の
九
州
に
駐

屯
し
て
い
る
軍
隊
、
私
は
、
実
態
は
防
人
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
背

後
か
ら
唐
の
軍
隊
を
追
撃
す
る
こ
と
に
な
る
。
唐
と
し
て
は
、
そ
れ
は

軍
事
的
に
ま
ず
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
唐
軍
と
し
て
は
、

ま
ず
九
州
に
い
る
日
本
の
軍
隊
を
抑
え
て
お
か
な
け
れ
ば
、
後
々
の
飛

鳥
進
軍
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
思

う
の
で
す
。

こ
れ
を
私
は
筑
紫
野
谷
の
軍
略
と
呼
び
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

唐
軍
を
殲
滅
す
る
こ
と
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
時
の
た
め
に
、

筑
後
平
野
に
防
衛
軍
を
配
置
す
る
の
で
す
。
当
時
の
防
衛
軍
略
は
山
城

だ
け
で
は
済
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
野

部
に
も
多
く
の
軍
隊
を
配
置
し
、
あ
る
い
は
瀬
戸
内
海
に
は
水
軍
を
配

置
し
、
そ
れ
ら
の
連
携
・
連
動
に
よ
っ
て
唐
の
侵
略
を
何
と
か
防
御
し
よ
う
と
す
る
、
そ
う
い
う
軍
略
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

『
日
本
書
紀
』
に
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
う
い
う
軍
略
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

図35　筑紫野地峡
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五
．
山
城
群
の
軍
略

そ
の
筑
後
平
野
に
唐
の
大
軍
を
お
び
き
寄
せ
る
わ
け
で
す
。
筑
紫
野

谷
を
出
た
正
面
に
は
高
良
山
城
と
い
う
山
城
が
あ
り
ま
す
。
高
良
山
か

ら
は
筑
後
平
野
の
ほ
ぼ
全
域
を
み
わ
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で

重
要
に
な
っ
て
く
る
の
は
丘
陵
型
の
山
城
（
h
・
i
・
j
・
k
）
で
す
（
図

36
）。
私
は
、
丘
陵
型
山
城
は
兵
站
基
地
で
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。
攻
撃
の
た
め
に
は
お
よ
そ
不
適
切
な
構
造
で
す
が
、
海

を
渡
っ
て
侵
略
し
て
き
た
軍
隊
の
一
番
の
弱
点
は
何
か
と
い
う
と
、
兵

站
な
の
で
す
。
食
糧
・
武
器
を
調
達
で
き
な
い
。
唐
が
朝
鮮
半
島
の
百

済
を
攻
め
た
と
き
に
は
新
羅
と
い
う
同
盟
軍
が
い
ま
し
た
の
で
、
兵
站

の
補
給
が
十
分
に
可
能
だ
っ
た
の
で
す
が
、
日
本
列
島
に
上
陸
し
た

時
、
唐
に
と
っ
て
周
り
は
全
部
敵
な
の
で
す
。
日
本
側
と
し
て
は
、
そ

こ
が
目
の
付
け
ど
こ
ろ
な
の
で
す
。
決
定
的
に
有
利
な
の
は
兵
站
な
の

で
す
。

そ
れ
を
備
え
る
場
所
と
し
て
こ
の
丘
陵
型
の
山
城
が
造
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
目
立
た
な
い
隠
れ
た
よ
う
な
場
所

に
立
地
し
て
い
ま
す
。
日
本
側
の
軍
隊
が
戦
闘
を
続
け
、
食
糧
あ
る
い
は
武
器
が
乏
し
く
な
っ
た
と
き
に
兵
站
基
地
で
あ
る
丘

図36　北部九州の軍略
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陵
型
の
山
城
に
行
っ
て
、
そ
こ
で
補
給
す
る
と
い
う
、
そ
う
い
う
役
割
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
筑
後
平
野
で
の
決
戦
で
、
な

お
さ
ら
に
日
本
側
が
負
け
た
と
し
ま
す
。
そ
の
敗
残
兵
た
ち
は
ど
う
す
る
か
。
そ
こ
で
鞠
智
城
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と

思
う
の
で
す
。
内
部
に
他
の
山
城
に
は
な
い
広
い
平
坦
地
が
あ
る
。
こ
こ
に
い
っ
た
ん
落
ち
の
び
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
こ
で

退
却
し
て
き
た
兵
士
た
ち
を
再
編
成
し
て
、も
う
一
度
唐
の
軍
隊
を
追
撃
す
る
、そ
う
い
う
体
制
を
整
え
る
場
所
と
し
て
こ
そ
、

鞠
智
城
の
意
味
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

仮
に
鞠
智
城
が
唐
の
攻
撃
に
よ
っ
て
陥
落
す
る
と
し
ま
す
と
、
南
九
州
、
中
九
州
の
広
大
な
山
野
が
こ
の
兵
士
た
ち
を
守
っ

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
の
基
地
と
し
て
、
鞠
智
城
が
造
ら
れ
た
の
だ
と
私
は
思
う
の
で
す
。

六
．
防
人
の
真
実

白
村
江
の
戦
い
の
翌
年
の
六
六
四
年
に
、
防
人
の
制
が
始
め
ら
れ
た
と
『
日
本
書
紀
』
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
防
人
は
東
国

の
青
年
た
ち
を
徴
兵
し
て
、
九
州
で
国
の
守
り
に
つ
か
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
国
か
ら
だ
け
で
は
な
か
っ
た

よ
う
で
す
が
、
東
国
を
中
心
と
し
た
地
域
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
東
国
な
の
か
。
私
は
大
分

県
の
玖
珠
と
い
う
盆
地
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
熊
本
県
境
に
近
く
、
従
っ
て
鞠
智
城
に
も
近
い
と
こ
ろ
が
私
の
故
郷
で
す
。

高
校
生
の
こ
ろ
で
し
た
か
、
防
人
の
話
を
あ
る
社
会
科
の
教
師
か
ら
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。
九
州
の
男
性
は
ひ
弱
だ
か
ら
な
の
だ

と
。 

そ
れ
に
引
き
か
え
、
東
国
の
男
た
ち
は
た
い
へ
ん
雄
々
し
い
。
だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
東
国
か
ら
兵
士
を
募
っ
た
の
だ
、

な
ど
い
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、
い
さ
さ
か
落
ち
込
ん
だ
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
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の
で
す
。

六
六
〇
年
あ
る
い
は
六
六
三
年
の
朝
鮮
半
島
で
の
戦
争
で
、
主
力
と
な
っ
た
兵
士
達
、
白
村
江
の
戦
い
に
は
二
万
七
千
人
の

兵
士
が
海
を
渡
っ
て
行
っ
た
の
で
す
。そ
の
主
力
は
ど
う
い
う
人
た
ち
だ
っ
た
か
と
い
う
と
、西
日
本
の
青
年
た
ち
な
の
で
す
。

他
の
地
域
か
ら
も
援
軍
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
主
力
は
西
日
本
の
青
年
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
多
く
が

戦
死
し
、
あ
る
い
は
傷
つ
き
、
あ
る
い
は
捕
虜
に
な
っ
て
、
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
直
後
に
北
部
九
州
の
守
り
を
固

め
よ
う
と
し
て
も
、
西
日
本
に
は
兵
役
適
齢
期
の
青
年
た
ち
が
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
東
国
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
兵
士
を
、

青
年
た
ち
を
派
遣
さ
せ
た
の
だ
と
、
か
ね
て
か
ら
一
部
の
研
究
者
に
よ
り
説
か
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
中
央
、
近
畿
地
方
や
そ
の
周
辺
地
域
か
ら
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
中
央
地
域
は
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し

た
よ
う
に
、最
大
規
模
の
高
安
城
を
造
っ
て
、そ
こ
に
も
多
く
の
兵
士
を
駐
屯
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、

そ
の
山
城
だ
け
で
な
く
て
、
大
和
の
盆
地
の
各
所
に
軍
隊
の
駐
屯
地
を
造
っ
て
、
王
宮
を
守
る
た
め
の
備
え
を
し
て
い
た
で
し

ょ
う
。
で
す
か
ら
、
中
央
、
つ
ま
り
近
畿
地
方
の
若
者
た
ち
は
、
中
央
の
都
を
守
る
た
め
に
集
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
う
す

る
と
、
い
き
お
い
西
国
に
は
東
国
か
ら
派
遣
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
防
人
の
真
実
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
そ
の
防
人
の
若
者
兵
士
た
ち
は
何
を
し
た
か
と
い
う
と
、
対
馬
や
壱
岐
な
ど
の
島
々
や
九
州
北
岸
の
沿
岸
地
域
を
守
っ
た

だ
け
で
は
な
く
、
北
部
九
州
に
展
開
す
る
、
あ
る
い
は
瀬
戸
内
海
地
域
に
造
ら
れ
る
山
城
の
築
造
作
業
に
も
主
力
と
し
て
従
事

し
た
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
も
防
人
の
真
実
だ
と
思
い
ま
す
。
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七
．
古
代
山
城
無
益
論

そ
れ
か
ら
、
も
う
一
点
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
重
要
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
古
代
山
城
は
日
本
列
島
で
二
二
箇
所
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
私
は
山
城
築
城
と
い
う
国
防
策
は
天
智
政
権
の
全
く
見

当
違
い
の
施
策
で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
す
。
中
大
兄
皇
子
政
権
、
天

智
政
権
は
日
本
列
島
を
ま
も
る
た
め
に
、
百
済
の
亡
命
軍
人
た
ち
の

知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
全
力
を
傾
注
し
て
、
列
島
こ
ぞ
っ
て
危
機
意

識
を
共
有
し
て
、
山
城
を
築
造
し
、
防
衛
制
度
を
整
え
る
こ
と
に
ま

い
進
し
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
当
に
こ
れ
は
有
効

で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

日
本
の
古
代
山
城
は
、
百
済
の
亡
命
軍
人
、
亡
命
政
治
家
の
知
恵

や
知
識
を
借
り
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
で
は
、
そ
の
本
家
本
元
の

百
済
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
韓
国
忠
清
南
道
で
の

調
査
の
事
例
で
す
が
、
兵
庫
県
と
同
じ
く
ら
い
の
広
さ
の
中
に
山
城

が
二
三
〇
箇
所
あ
る
。
忠
清
南
道
だ
け
で
、
日
本
全
体
の
一
〇
倍
以
上
の
山
城
が
あ
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
百
済
全
体
で

は
一
、〇
〇
〇
箇
所
を
超
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ぐ
ら
い
多
く
の
山
城
が
あ
っ
た
の
で
す
（
図
37
）。

図37　百済の滅亡
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六
六
〇
年
、
新
羅
の
要
請
を
受
け
た
唐
の
軍
隊
が
百
済
に
攻
め
込
み
ま
す
。
百
済
西
岸
の
島
に
上
陸
し
て
、
そ
れ
か
ら
わ
ず

か
二
〇
日
経
つ
か
、
経
た
な
い
か
の
う
ち
に
、
百
済
の
首
都
、
扶
余
（
泗
沘
城
）
は
陥
落
し
ま
す
。

唐
は
こ
の
島
に
上
陸
し
て
、
一
〇
日
間
は
体
制
を
整
え
る
た
め
に
休
養
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
侵
入
開
始
後
、

実
質
一
〇
日
前
後
で
扶
余
は
陥
落
す
る
の
で
す
。
二
三
〇
あ
る
い
は
数
百
も
あ
る
山
城
の
役
割
は
何
か
と
い
う
と
、
こ
の
都
を

守
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
す
。
し
か
し
、
わ
ず
か
一
〇
日
も
も
た
な
か
っ
た
。
要
す
る
に
山
城
が
一
〇
〇
あ
ろ

う
が
、
一
、〇
〇
〇
あ
ろ
う
が
、
唐
の
大
軍
の
前
に
は
全
く
意
味
を
な
さ
な
か
っ
た
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
す
。
そ
の
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
中
大
兄
皇
子
政
権
は
日
本
列

島
で
一
生
懸
命
山
城
を
造
ろ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

八
．
古
代
山
城
の
否
定
と
超
克   

�日
本
列
島
古
代
中
央
集
権
国
家
の
構
築 

�

こ
の
ま
ま
で
は
い
く
ら
山
城
を
造
っ
て
も
、
唐
の
大
軍
に
攻
撃
さ
れ
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に
陥
落
し
て
し
ま
う
。
天
皇
の

い
る
都
ま
で
到
達
さ
れ
て
し
ま
い
、
国
が
亡
ぼ
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、
非
常
に
危
険
な
状
態
だ
っ
た
の
で
す
。
幸
い
に
も
こ

れ
に
危
機
意
識
を
抱
い
た
人
々
が
い
た
と
い
う
の
が
、
私
の
考
え
で
す
。
誰
か
と
い
い
ま
す
大
海
人
皇
子
と
そ
の
勢
力
で
す
。

天
智
天
皇
の
弟
と
さ
れ
て
い
る
人
で
す
が
、
こ
れ
に
は
異
説
が
あ
り
ま
す
。
本
当
に
兄
弟
だ
っ
た
の
か
疑
問
が
あ
る
と
す
る
説

も
根
強
く
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
智
天
皇
は
六
七
一
年
に
大
津
宮
で
崩
御
し
ま
す
。
天
智
天
皇
こ
そ
、
山
城
築
造
政
策
を
主

導
し
た
人
物
で
す
が
、
六
七
一
年
、
急
な
病
で
死
ぬ
の
で
す
。
こ
の
天
智
天
皇
の
死
に
つ
い
て
も
、
か
ね
て
よ
り
暗
殺
説
が
あ
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る
と
こ
ろ
で
す
。
私
も
そ
の
可
能
性
は
強
い
と
思
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
大
海
人
皇
子
、
後
の
天
武
天
皇
の
勢
力
が
、
こ
の
天
智
天
皇
の
国
防
の
や
り
方
で
は
日
本
列
島
は
危
な
い
と
、
そ

う
い
う
強
烈
な
危
機
意
識
を
抱
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
そ
の
山
城
築
造
推
進
派
の
頭
目
で

あ
る
天
智
天
皇
を
ま
ず
排
除
し
な
け
れ
な
い
け
な
い
。
排
除
し
た
後
に
も
天
智
政
権
の
勢
力
は
残
り
ま
す
。
こ
れ
を
完
全
に
と

り
除
く
た
め
に
起
こ
し
た
の
が
、
壬
申
の
乱
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
壬
申
の
乱
と
い
う
の
は
、
天
智
天
皇
の
息
子
の
大

友
皇
子
と
弟
の
大
海
人
皇
子
が
皇
位
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
も
の
と
い
う
通
説
的
な
理
解
は
不
当
で
あ
り
、
日
本
の
国
防
路
線
を

め
ぐ
る
、
必
死
の
路
線
闘
争
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
だ
と
思
う
の
で
す
。

壬
申
の
乱
の
結
果
、
大
海
人
皇
子
勢
力
が
勝
利
を
得
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
危
機
意
識
が
、
日
本
列
島
内
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い

た
と
思
い
ま
す
。
飛
鳥
に
戻
っ
た
天
武
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の
山
城
築
造
推
進
政
策
を
中
止
し
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
に
何
を
し

た
か
と
い
う
と
、
山
城
だ
と
か
、
水
城
だ
と
か
、
そ
う
い
う
防
衛
施
設
を
造
る
の
で
は
な
く
て
、
日
本
列
島
を
シ
ス
テ
ム
の
上

で
、
制
度
の
上
で
非
常
に
強
固
な
中
央
集
権
国
家
と
し
て
作
り
上
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。
海
外
勢
力
の
侵
入
す
る
隙
を
作
ら
な

い
と
い
う
、
日
本
列
島
中
央
集
権
国
家
構
築
政
策
に
路
線
転
換
す
る
の
で
す
。

二
二
箇
所
の
山
城
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
〇
箇
所
の
山
城
は
、
築
造
の
途
中
で
放
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
放
棄
の
理
由

が
何
か
と
い
う
、
こ
れ
も
い
ろ
い
ろ
な
議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
す
け
れ
ど
も
、
私
は
天
武
政
権
が
政
権
を
握
っ
た
と
き
に
、
こ

れ
ま
で
一
生
懸
命
造
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
も
う
無
意
味
、
無
益
だ
か
ら
や
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
築
造
行
為
を
中
断
し
た
、

そ
の
表
れ
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
鞠
智
城
が
そ
の
後
も
使
わ
れ
続
け
る
、
あ
る
い
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は
大
野
城
も
、
あ
る
い
は
基
肄
城
も
使
わ
れ
続
け
る
。
こ
れ
は
例
外
的
な
状
況
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
古
代
山
城
に
つ
い
て
の
従
来
の
理
解
に
は
、
誤
解
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
。
本
当
の
姿
と
い
う
の

が
、
ま
だ
説
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
と
反
論
、
異
論
も
お
あ
り
か
と
思
い
ま
す
が
、

こ
う
い
う
見
方
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ぜ
ひ
と
も
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
こ
れ
以
上
に
幸
い
な
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
御

静
聴
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。




